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　　　　　　食駒 K馨 に お け る酵母の 凍結瞳鬯
　 441

　　　　　　（鰤 府立ゆ八企業総合指導
；
斤）○阜 川　潔 ， 佐藤光弘

　1 ． 目的　食塩アk中て喘雌 物左a鮎 t る場合
、
食塩力鬯史荻的k作 用す否 ： とは よく 知ら

収 お り
、

その致死綿 は主 と して・kの 糒 1（粥 食塩絢 黼 1：diる もの Zl
’a・・

）・
， 鯱

フkの 共晶 （X 融 ）戴 く漁 瀾榛で ある とセ 収 し）る
。

しか し諌 紬融艢 に お け 磯 繍

塩 フk との培触が短時闇 でi終5穹る場合 lcb　 1〈老な致 死作用が 住 ず る Z とか ら
、
　 i齢 叡 のみ

丁鰍 用6）全 て を説昭する o と は困難 であ る。壕 c で、痴着らは 、食塩 によ る致捌 乍明

K つ ・・ て 共晶 磁 緲 鰍 中 ・暁 し てオ姻 し た の Z 報 皆嫡 ．

　2 ．朽法　騨 雌 の 症1常期の 菌体左 1 匐的 と する碧癒 K 納2Xlo6（鞠
と 萠 よ 引 （懸濁 し、そ の 7・祓 を 15xのσ轍 の 7 ・ラ 又乎 ッ ク灘 に 入 tn・t 被顔緬耄蜥 と

し た ． sxrcaの 牒 は 1吻 岶 金 測貅 を幽 中 ・螂 K 雕 しτ 鯲 した
・ 鷯 は

、
繕

を調皆 した）嫉 庫」く誠験管 の まま又 は誌鹸管芒懺 の 融驟 匿K セ Ψ ト し食 雌 で 八 れ
，

栓奮 6）鷯 速度 室取 眩 るよ う に した 。 融解は 、 捲党 ス手ロ
ー 1レ のタト箇とコ イ 1レ状 ヒータ

ー

か ら臓 る鰡 装置左昭・・
， 妊 商磯 結齦 目罎 び ， 妊意 の 融驪 鍍 て朋 温 した 諌 結融解

前後 の 齢 は薪 總 天培地 繝 ・・義釈車憮 癢法颯 定 し fr・・．

　3．緬果 食塩・k左瓊却 し て ・× 場合 1 麟
・

曲線 の 一一3°c　fi12」の 合地 胸 卸分は ・K の ラK

紀…を示 し 、 萸 に 一29 〜
− 30

°C し（お け る爪 山状の 部分 は 禽塩水 の共晶 生疲を蒸す。瘰紀譲鎌

を融解 して i4f く場合 、

− 20
°

c樋 で共晶 の融解 粧 り
、
ぜ c付 近で Skの融解 Ptn5ts 。

昼雌 眺 鮃 嚇 小 雌 ｝し ・・の は
一25 〜

− 30°c 付   綿 撚 の 轍 で あ 9
・ そ

由L从 丁「− 500C ヌニ．は そ 込れ一以よ 00CK 至 るδ≡で6）ミ蹟 域 K二お し）て ‘d「、 纖 白勺K 盤ジ彡与率 6冫大 で三竃こ

薹馴しは冕 ら れ なか ワ た．
。 まft、 低潟下で の 鯔 k　6）纏縮 に よ る致洗作用 を・調 （｝

欄

るた め に
，

共晶些主樋 前 の 嵳註度 （約一210こ ）　K 壌iミ詩 レ非參角蝨【蒔間 畜瓱喪す ま1と
巳　時闘の 繃 と⇒ζK 生存

率 ぱ 鰹 しtxが 、
ゆ る 帥 髄 ので

・

あ ・ た． 1・ueらの ： t か ら喰 塩にS　g　vaereig　l（は

共易生佩 5《は融解湿虔从上 で の 藏縮食嶇太 と の 拷触k よ るゆるぜ加 解 と滅ヒ
， 裟昌生戒融

解K 椁 う急激む死輙力咾 之 引 L ド余纏繧薀凜緬融 解左有 わ魚 し）眼 り
、
後着が食塩K よ る象

j紡瞳彰 6）主 た る要因 と考え ら 畝る
。

　共晶齢 〜痢 蜘 （お ・）て 鋤 罅 禰 〜か する物 黜 レ て ta，食塩 の惣 く 、 塩イこカ 9 ウ へ ，

コ 八 〃 酸ナ ト リウA
，
7 ラ ニ ン 亀 ど が あ っ た 。

　 まセ 、塩此 力 1レシウム
、 は共晶生放の 前後 の 生麿率が ぼ とん ど変イヒし 奄力、っ たが

、
こ 旺 は

物麌K よ っ て は宍晶 の 生拔融解がか蠢 らず し乞敷舵 的作用を伴う と は限 ら億 し）二 と を禾 す

と 共に
、 致死的偉嗣泌現 に は共晶の 生尿融解速度 ， 物理 的状態 、 生放場所蟀纏女の 条群の

存廠
一
ケる z と ち考え ら tl，1．る

。
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